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平成２６年１月３０日  

新居浜駅周辺まちづくり協議会規約（案）  

 

 （名称）  

第１条 本会は、新居浜駅周辺まちづくり協議会と称する。  

（目的）  

第２条    本会は、新居浜駅周辺のまちづくりに関する事項を調査、協議し、新居浜市へ

提言することを目的とする。  

（所掌事務）  

第３条 本会は、次の事項について調査、協議、提言を行うものとする。  

（１）新居浜駅周辺のまちづくりの全体構想に関すること。  

（２）新居浜駅南地区のまちづくりに関すること。  

（３）鉄道高架に関すること。  

（４）前各号に掲げるもののほか、新居浜駅周辺のまちづくりに関し、必要と認める事

項。  

（会長及び副会長）  

第４条    会長は、委員の互選により定める。  

２ 会長は、会務を総理し、本会を代表する。  

３ 副会長は、委員のうちから会長が指名する。  

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。  

（会議）  

第５条    本会の会議は、会長が招集し、その議長となる。  

２ 本会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。  

３ 本会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決する

ところによる。  

（作業部会）  

第６条    作業部会を置くときは、会長の指名する委員をもって組織する。  

２ 作業部会には作業部会長を置き、作業部会員の互選により定める。  
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３ 作業部会長は、作業部会の事務を掌理し、その調査審議の経過及び結果を協議会に

報告する。  

４ 作業部会長に事故があるときは、作業部会長があらかじめ指名する作業部会員が、

その職務を代理する。  

（意見の聴取）  

第７条 会長及び作業部会長は、必要に応じ、委員以外の関係者の出席を求めることが

できる。  

（庶務）  

第８条 本会の庶務は、新居浜市建設部都市計画課において処理する。  

（その他）  

第９条    この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が本会に

諮って定める。  

附    則  

この規約は、公布の日から施行する。  
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新居浜駅周辺まちづくり協議会 
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ⅠⅠⅠⅠ．．．．協議会協議会協議会協議会についてについてについてについて                                                                                             

    

（１）協議会の趣旨 

 

都市拠点の形成を目指し、整備が進められている地域です。 

 

新居浜駅前土地区画整理事業等により、幹線道路や駅前広場をはじめ

とした公共施設、スーパーなどの商業施設や住宅の整備により、都市

拠点の形成が進んでいます。 

 

道路や公園などの公共施設が未整備であり、駅南北の一体化や、都市

拠点としての機能の向上に資する公共施設の整備に向けた取組を進

めていく必要があります。 
 

 

本協議会では、中長期中長期中長期中長期のまちづくりののまちづくりののまちづくりののまちづくりの実現実現実現実現にににに向向向向けけけけ、、、、南北市街地南北市街地南北市街地南北市街地のののの一体化一体化一体化一体化やにぎわやにぎわやにぎわやにぎわ

いのいのいのいの向上向上向上向上についてについてについてについて、、、、市民市民市民市民をはじめをはじめをはじめをはじめ本地域本地域本地域本地域にににに関係関係関係関係するするするする様々様々様々様々なななな方方方方のののの意見意見意見意見をををを取取取取りりりり入入入入れなれなれなれな

がらがらがらがら、、、、駅南地区駅南地区駅南地区駅南地区をはじめとしたをはじめとしたをはじめとしたをはじめとした新居浜駅周辺新居浜駅周辺新居浜駅周辺新居浜駅周辺のまちづくりののまちづくりののまちづくりののまちづくりの検討検討検討検討をををを行行行行いいいい、、、、今後今後今後今後のののの

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり構想構想構想構想をつくりたいをつくりたいをつくりたいをつくりたいと考えています。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【この協議会で話し合うこと】 
○新居浜駅周辺のまちづくりの全体構想に関すること 

○新居浜駅南地区のまちづくりに関すること 

○鉄道高架に関すること              など 

駅周辺 

駅北地区 

駅南地区 

ＪＲ新居浜駅ＪＲ新居浜駅ＪＲ新居浜駅ＪＲ新居浜駅    

新居浜駅前土地区画整理事業新居浜駅前土地区画整理事業新居浜駅前土地区画整理事業新居浜駅前土地区画整理事業    

新居浜駅南地区新居浜駅南地区新居浜駅南地区新居浜駅南地区    
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（２）協議会の位置づけと今後のスケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

平
成
２５

平
成
２6

新居浜駅周辺 

まちづくり協議会 

（第３回目以降） 
○目指すべき姿（構想） 

 

新居浜駅周辺 

まちづくり協議会 

（第１回） 
○協議会の趣旨 

○駅周辺の現状と課題 

○目指すべき方向性 

まちづくり協議会 政策懇談会 市民参加の会議 

新居浜駅周辺 

まちづくり協議会 

（第２回） 
○目指すべき方向性（案） 

○目指すべき姿（構想） 

報告 報告 

政策懇談会 
○目指すべき方向性（案）

の決定 

 
 （仮）駅南地区を 

考える会 
○まちづくり協議会での意

見報告 

○具体の内容についての意

見交換 反映 

政策懇談会 
○目指すべき姿（構想）の

決定 報告 

次のステップへ 
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ⅡⅡⅡⅡ．．．．現状現状現状現状とととと課題課題課題課題についてについてについてについて                                                                                         

 

（１） 現状について 

 ①上位計画 

ＪＲ新居浜駅周辺を含む北側一帯の中

心市街地を都市の中心的な役割を担う都

市拠点として位置づけ 

 

 

 

 都市基盤施設の整備を進め、芸術、文

化、情報、交流及び商業・業務機能など

を備えた新都市拠点づくりを推進 

 

 

 

 交通結節点の整備として、ＪＲ新居浜

駅の鉄道とバス、バスとバスの連携を強

化するとともに、駅前及び周辺は、土地

区画整理事業、連続立体交差事業等によ

り、交通・交流拠点としての整備を推進 

 

 

 新居浜駅周辺の主な取り組みの実施プ

ログラムとして、「交通結節点の整備」、

「駅前広場、駐車場、駐輪場の整備」、「駅

南地区の整備検討」、「歩道の整備」を位

置づけ 

 

 ②参考計画 

 

人・情報・文化が交流し、景観的シン

ボルとなる新都心地区として、商業・業

務機能と都心居住機能を融合する土地利

用及び人々が交流する駅前広場の整備 

 

 

「森の駅」新居浜らしい出会いの場と

して、駅周辺地区については、駅前広場

（交通広場、人の広場）、シンボルロード、

南北連絡通路、東西自由通路、駐車場（北

口、南口）、駐輪場（北口、南口）を整備 

  

第五次新居浜市長期総合計画 
Ｈ23～Ｈ32（10 年間） 

（参考資料 P1） 

新居浜市都市計画マスタープラン 
Ｈ13～Ｈ32（20 年間） 

（参考資料 P2） 

新居浜市都市交通マスタープラン 
Ｈ21～Ｈ40（20 年間） 

（参考資料 P3） 

新居浜市都市交通戦略 
Ｈ21～Ｈ30（10 年間） 

（参考資料 P3） 

新居浜駅周辺整備構想 
Ｈ11 年 3 月 

（参考資料 P4） 

新居浜駅前広場等整備検討委員会提言書 
Ｈ21 年 8 月 

（参考資料 P4～5） 



③新居浜駅周辺のまちづくりの
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③新居浜駅周辺のまちづくりの経緯及び状況 （参考資料 P7）

 

） 
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④新居浜駅南地区の現状 （参考資料 P8～13） 

○市街地環境評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 要素・要因 内容 

保 全 環

境 要 素

図 

歴史的保全環境要素 文化財等 特に存在しない。 

歴史性のあるメモリー

ポイント 

特に存在しない。 

景観的保全環境要素 良好な景観物 特に存在しない。 

展望の良いところ 特に存在しない。 

生活的保全環境要素 良好な住宅地 画地配置は整然としていないが、各宅地の規模

は確保されている。 

コミュニティ生活の拠

点となる場所 

地区西側に位置する松木坂井自治会館がある。 

自然保全環境要素 環境を守る自然 特に存在しない。 

良好な自然生態 水源地、良好な景観を有した水路がある。 

環 境 阻

害 要 素

図 

安全な生

活の阻害 

自然災害による安

全阻害要素 

素因的要素 特に存在しない。 

誘因的要素 特に存在しない。 

火災による安全阻

害要素 

延焼の危険性の高い地

区 

特に存在しない。 

消火活動が困難な地域 5.5ｍ以上の道路から 100ｍ以上、離れた地域

で、一部存在する。 

事故による安全阻

害要素 

交通事故発生箇所、そ

の他可能性の高い道路 

県道国領高木線は交通量が多いにも関わらず、

片側歩道しか整備されておらず、交通事故の発

生の可能性が高い。 

また第一、第二踏切は事故の危険性が高い箇所

である。 

その他の事故 特に存在しない。 

健康な生

活の阻害 

公害による健康阻

害要素 

公害の発生源となって

いる箇所 

主要地方道新居浜角野線、下泉中村松木線沿道

は宅地が連担しており、騒音公害の恐れがある。 

また貨物操車場における作業音がやや大きい。 

衛生上問題となる箇所 特に存在しない。 

不 足 環

境 要 素

図 

生活基盤

の不足 

質的住宅不足要素 狭小過密地区 地区内にはほとんど見られない。 

老朽住宅地区 まとまった老朽化は見られないが、点在してい

る状況である。 

道路整備不足要素 細街路未整備地区 幅員 4ｍ以上の道路から 20ｍ以上離れた地区

であり、地区内に多く見られる。 

幹線街路未整備地区 地区の南界を東西に走る下泉中村松木線の一部

が未整備である。 

上下水道等整備不

足要素 

上水道未整備地区 現況宅地には整備されている。 

下水道未整備地区 地区の中央を南北に走る駅裏中筋線以西及び県

道国領高木線沿道宅地は整備されている。 

生活利便

の不足 

交通機関へのアク

セス不便要素 

鉄道駅の利用不便地域 地区内全てＪＲ新居浜駅より 1km圏内である。 

バス利用不便地域 地区の大半がバス停より 300ｍ以内になって

いる。 

主な生活環境施設

へのアクセス不便

要素 

未就学児童・老人施設

アクセス不便地域 

地区東側の一部が幼稚園、保育所より 400ｍを

超える範囲となっている。 

その他の施設アクセス

不便地域 

本地区は全域、小学校より 500ｍ圏外となって

いる。 



⑤連続立体交差事業について

連続立体交差事業の経緯

 

 

○ 費用便益（試算） 

 松山駅付近の連続立体交差事業

の費用便益を試算すると

   単純費用で約１６０

                              

  

HHHH元元元元
• 新居浜駅前土地区画整理事業

H5H5H5H5

• 駅周辺における
（ 平形外山線

H11H11H11H11

• 鉄道高架に関
（ 西町中村線

H12H12H12H12

• 商工会議所

• 市議会 新居浜駅周辺開発

H13H13H13H13

• 第四次新居浜市長期総合計画
（ １ 中心市街地整備

H18H18H18H18

• 後期戦略プラン
（ ＪＲ予讃線

H19H19H19H19

• 新居浜市都市計画
（ 関連調査

H23H23H23H23

• 第五次新居浜市長期総合計画
（ 施策１－

－6－ 

⑤連続立体交差事業について（参考資料 P14～15） 

経緯 

連続立体交差事業を参考に、新居浜駅周辺での連続立体交差事業

すると 

１６０億円   費用便益比 ０．７８ 

                              

 

新居浜駅前土地区画整理事業 Ａ調査

における市街地の一体化に関する調査
平形外山線から西町中村線間 約３ｋｍ ）

関する調査
西町中村線のアンダー化により区間短縮 約２.４

新居浜駅鉄道高架促進期成同盟会

新居浜駅周辺開発に伴う予讃線の高架化に関

第四次新居浜市長期総合計画
中心市街地整備の推進 （２）ＪＲ予讃線

プラン
予讃線の高架化 次期計画へ ）

新居浜市都市計画マスタープラン
関連調査 採択基準に合致する１.７ｋｍが妥当

第五次新居浜市長期総合計画
－３ ＪＲ新居浜駅周辺の整備 ）

 

連続立体交差事業

                              となります。 

４ｋｍも考慮 ）

関する決議

予讃線の高架化 ）

）
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（２） 課題について （参考資料 P16） 

項目 上位関連計画 現状 整備課題 

駅周辺地区の 

位置づけ 

 

 

 

・東予地域の中心都市

としての新居浜市

にふさわしい玄関

口として位置づけ

られる。 

・新居浜市内において

は駅周辺地区は「新

都市拠点」として位

置づけられる。 

・駅周辺地区は環境共

生都市をコンセプ

ト に「森の駅」と

して位置づけられ

る。 

・駅北側については、土

地区画整理事業の整

備が進み、幹線道路な

どの公共施設が整備

されている。 

・駅南地区については、

公共施設が未整備と

なっている。 

 

 

 

・東予地域の中心都市で

環境共生都市環境共生都市環境共生都市環境共生都市のコン

セプトを掲げる新居浜

市の新都市拠点として

ふさわしいまちづくり

が必要。 

 

 

 

道路計画 

 

 

 

・「人・環境にやさし

く、産業を支える交

通のまち」としての

位置づけられる。 

・交通・交流拠点とし

て位置づけられる。 

・駅南北市街地の交流

軸の形成。 

・新居浜駅菊本線の延伸

部分の主要区画道路

については、アンダー

パスの用地が確保さ

れている。 

・庄内坂井線、新居浜駅

菊本線の延伸整備、下

泉中村松木線が未整

備となっている。 

・歩車道の分離がされて

いない道路がある。 

・自動車公害の恐れがあ

る。 

 

・南北の駅周辺地区を連

携する南北交通軸南北交通軸南北交通軸南北交通軸が

必要。 

・駅周辺地区内を有機的

に結ぶ歩行者交通軸歩行者交通軸歩行者交通軸歩行者交通軸
が必要。 

・通過交通交通交通交通の駅周辺地区

内からの排除排除排除排除が必要。 

土地利用計画 

 

 

 

 

・集約型都市構造の実

現 

・人・情報・文化が交

流するまち。 

・新都心商業・業務機

能と都心居住機能

が融合した利便性

の高いまちづくり。 

 

 

 

 

・駅南地区の西側につい

ては、比較的まとまっ

た住宅地となってい

る。 

・駅南地区の東側につい

ては、住宅地が点在し

ている。 

・駅南地区の低層住宅地

としての宅地規模は

確保されている。 

 

 

 

・新居浜市の玄関口とし

ての、賑賑賑賑わいわいわいわいをををを創出創出創出創出

するするするする土地利用土地利用土地利用土地利用が必

要。 

・住住住住・・・・商商商商・・・・産業産業産業産業がががが近接近接近接近接
して歩いて暮らせるコ

ンパクトなまちづくり

の土地利用が必要。 

・既存の生活を守りつつ、

新しい居住形態居住形態居住形態居住形態もももも提提提提

案案案案する生活環境が必

要。 

その他 

 

 

 

 

・景観的シンボルとな

るまちづくり。 

・交通結節点としての

駐車場整備。 

 

 

・水源地や良好な景観を

有した水路が存在し

ている。 

・学校等の公共・公益施

設は充足している。 

・歩行者動線と緑のネッネッネッネッ

トワークのトワークのトワークのトワークの確保確保確保確保が必

要。 

・目的に応じた駐車場駐車場駐車場駐車場

のののの整備整備整備整備が必要。 

 

 


